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平
成　

年　

月
１
日
か
ら
５
日

１９

１０

ま
で
の
５
日
間
、
決
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
平
成　

年
度
財
政

１８

規
模
は
、
当
初
予
算　

億
６
千　

３６３

１００

万
円
に
７
回
の
補
正
予
算
４
億
４

千　

万
２
千
円
と
継
続
費
及
び
繰

５５８
越
事
業
費
繰
越
額
８
千　

万
円
を

４７７

加
え
、　

億
９
千　

万
２
千
円
と

３６８

１３５

な
り
ま
し
た
。

　

決
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
で

は
、
市
税
収
入
が　

億
６
千　

万

１９５

５５１

９
千
円
と
前
年
度
比
９
・
１
％
増

加
し
、
個
人
市
民
税
を
中
心
と
し

て
前
年
度
収
入
実
績
を
上
回
り
ま

し
た
。
一
方
、
歳
出
で
は
「
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
」
関
連
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口

第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
関
連
な
ど
の
投
資
的
経
費
は

　

億
４
千　

万
８
千
円
と
歳
出
総

５５

２０７

額
の　

・
９
％
を
占
め
、
歳
入
歳

１５

出
い
ず
れ
の
決
算
額
も
、
過
去
最

大
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

月
９
日
の
本
会
議
で
は
、
採

１０
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認

定
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

平
成　

年
度
決
算
の
特
徴
を
見

１８

る
と
実
質
収
支
額
が
過
去
最
高
の

約　

億
円
あ
っ
た
。
次
に
財
政
調

１３
整
基
金
が　

億
円
を
超
え
た
。
市

１５

民
サ
ー
ビ
ス
維
持
向
上
や
緊
急
的

な
財
政
需
要
に
対
応
で
き
る
基
盤

が
で
き
た
と
言
え
る
。
更
に
投
資

的
経
費
比
率
は　

・
９
％
、
人
件

１５

費
比
率
は　

・
１
％
、
経
常
収
支

２４

比
率
は　

・
１
％
と
な
り
行
財
政

８８

改
革
の
成
果
が
確
実
に
上
っ
て
い

る
。
今
後
も
住
民
福
祉
向
上
に
向

け
て
稲
葉
市
長
の
揺
る
ぎ
な
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
理
由
第
一
は
、
増
税
等
で

特
別
会
計
合
わ
せ
て　

億
円
余
の

１６

黒
字
と
な
っ
た
が
、
教
育
・
福
祉

等
す
ぐ
に
必
要
な
施
策
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
。
第
二
は
給
食
民
間

委
託
を
強
行
し
た
こ
と
。
第
三
は
、

無
駄
遣
い
で
地
権
者
合
意
の
不
十

分
な
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発

を
強
行
し
た
が
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
予
算
を
執
行
で
き
な
い
な

ど
計
画
が
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
。

第
四
は
、
無
計
画
な
ご
み
行
政
で

市
政
を
混
乱
に
陥
れ
、
先
を
見
通

し
た
常
識
的
な
努
力
を
現
在
に
至

る
ま
で
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

賛
成
す
る
第
一
の
理
由
は
、
経

常
収
支
比
率
が　

・
１
％
と
な
り
、

８８

第
二
次
行
革
大
綱
で
の
目
標
が
達

成
さ
れ
た
こ
と
。
民
間
委
託
の
推

進
な
ど
行
革
の
成
果
と
い
え
る
。

第
二
に
、
市
民
待
望
の
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
の
再
開
発
事
業
が
着
工

さ
れ
た
こ
と
。
今
後
の
事
業
の
進

展
を
望
む
。
第
三
に
、
二
小
な
ど

災
害
時
の
避
難
場
所
と
も
な
る
校

舎
の
耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
。
第
四
に
、
小
学
校
に
お

け
る
外
国
人
に
よ
る
英
語
教
育
活

動
が
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
評
価
し
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

小
金
井
警
察
署
管
内
で
発
生
し

た
振
り
込
め
詐
欺
は
、
平
成　

年
１８

度
の
被
害
約
２
億
円
で
手
口
は
巧

妙
と
な
っ
て
い
る
。
暗
い
道
で
の

犯
罪
や
空
き
巣
被
害
も
減
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
条
例
は
市
、
警
察
、
消
防
他

関
係
機
関
や
市
内
事
業
者
が
連
携

の
も
と
犯
罪
防
止
の
た
め
自
主
的

な
活
動
を
基
本
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
平
成　

年
に
は
東
京
都
安

１５

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
施

行
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
東
京
都

と
多
摩
市
町
村
が
協
力
し
、
よ
り

密
な
る
体
制
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

る
協
議
会
が
行
う
市
へ
の
提
言
の

中
で
、
市
民
や
事
業
者
の
基
本
的

権
利
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
規
制
す

る
も
の
が
出
て
く
る
可
能
性
を
含

む
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

条
例
で
上
か
ら
決
め
て
い
く
と

い
う
考
え
で
は
な
く
、
市
民
参
加

で
現
行
の
施
策
を
練
り
上
げ
充
実

さ
せ
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
進
む
ま
ち
づ
く
り
を
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

犯
罪
を
抑
制
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
よ
っ
て
、
条
例
を
制
定
す

る
必
要
は
な
い
。 

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

日
本
社
会
で
、
こ
れ
ま
で
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
犯
罪
が
連
日
報

道
さ
れ
て
い
る
。
多
摩
各
市
で
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
制

定
さ
れ
て
い
る
中
で
本
市
で
も
制

定
を
求
め
る
声
が
、
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
第
２
条
の
第
４
項
で

は
「
市
は
施
策
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
警
察
署
、
消
防
署
そ
の
他

の
関
係
行
政
機
関
及
び
防
犯
関
係

団
体
等
と
密
接
な
連
携
を
図
る
も

の
と
す
る
」
と
あ
る
。
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
情
報
の
共

有
と
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
よ

っ
て
本
条
例
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
自
治
の

確
立
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

で
あ
り
、
誰
も
が
望
む
安
全
・
安

心
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
て
く
る
。

　

し
か
し
、
推
進
体
制
の
整
備
の

た
め
と
監
視
カ
メ
ラ
を
必
要
以
上

に
設
置
し
た
り
、
住
民
同
士
の
相

互
監
視
、
個
人
情
報
の
提
供
や
告

発
を
誘
導
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

か
え
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩

壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
よ
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
を
損
な

う
恐
れ
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

 　

こ
の
条
例
は
、
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
、

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
生
活
の
安
全
に
関
す
る

市
民
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

小
金
井
市
の
実
現
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
市
は
警
察
署
や

消
防
署
な
ど
の
関
係
行
政
機
関
と

密
接
な
連
携
を
図
り
、
児
童
・
生

徒
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
安
全

に
特
に
配
慮
し
て
、
市
民
が
行
う

自
主
的
な
活
動
に
対
し
て
は
、
必

要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
市
民
、
事
業
者
及
び
関
係
機
関

は
、
市
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
施
策
の
協
議
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
た
め
に
、

市
民
、
関
係
機
関
の
職
員
な
ど
に

よ
る
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

第
一
に
、
条
例
策
定
に
市
民
参

加
の
手
続
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

第
二
に
、「
安
全
・
安
心
」
に
取
り

組
む
市
民
団
体
の
意
見
も
聞
い
て

い
な
い
。
第
三
に
、
名
称
が
「
安

全
・
安
心
」
で
あ
る
の
に
、
目
的

に
「
災
害
防
止
」「
交
通
安
全
」

「
薬
害
防
止
」
等
が
入
っ
て
い
な

い
。
第
四
に
、
事
業
者
の
役
割
が

事
業
所
の
安
全
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
事
業
活
動
が
市
民
生
活
を
脅

か
さ
な
い
よ
う
求
め
る
べ
き
。
第

五
に
、
運
用
に
当
た
っ
て
市
民
の

自
由
や
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な

い
と
の
条
文
が
欠
落
し
て
い
る
。 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

 　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

は
、
９
月
４
日
の
本
会
議
で
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、　

日
の

１９

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
小
金
井

第
二
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
に
要

す
る
経
費
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
事
業
に
要
す
る
経
費
、
小
金
井

市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
関
す
る
協
議
会
設
置
に
要
す
る

経
費
な
ど
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２８
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

第
１
に
、
都
市
再
開
発
整
備
基

金
に
２
億
円
を
積
み
立
て
る
予
算

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
福
祉
基
金

や
庁
舎
建
設
基
金
な
ど
に
比
べ
て

突
出
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
定
率

減
税
の
廃
止
な
ど
の
増
税
が
行
わ

れ
、
市
長
は
増
税
に
よ
っ
て
再
開

発
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

第
２
に
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
に
要
す
る
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
地
域
で
の
相
互
監

視
を
強
化
す
る
方
向
で
は
、
人
権

や
政
治
活
動
の
自
由
が
守
ら
れ
な

く
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
よ
っ
て

反
対
す
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

１９

補
正
予
算
（
第
４
回
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

北
東
圏
域
に
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
た
め
「
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点
等
施
設

整
備
費
補
助
金
」
の
経
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
事
。
体
験
型
市
民
農

園
施
設
整
備
費
補
助
金
で
市
民
が

身
近
に
農
業
を
体
験
で
き
る
区
画

を
新
た
に　

区
画
整
備
す
る
事
。

３０

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
や
環
境

学
習
効
果
も
期
待
で
き
る
第
二
小

学
校
の
校
庭
の
芝
生
化
設
計
委
託

料
を
計
上
し
て
い
る
事
。
ま
た
、

各
基
金
に
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

確
立
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
事
等
に
よ
り
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

前
年
度
予
算
の
繰
越
金
の　

億
１３

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
増
税

で
厳
し
い
生
活
と
な
っ
て
い
る
市

民
生
活
を
応
援
す
る
新
た
な
予
算

が
組
ま
れ
な
か
っ
た
。
本
予
算
で

　

億
円
も
積
み
立
て
る
が
、
こ
の

１１一
部
を
使
え
ば
実
現
で
き
た
。
ま

た
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
基
づ
く
協
議
会
が
、
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の
か
が

不
明
確
で
あ
り
、
市
民
の
様
々
な

活
動
を
監
視
す
る
こ
と
へ
の
歯
止

め
は
何
も
な
い
。
さ
ら
に
都
道
の

市
道
へ
の
移
管
は
、
問
題
が
あ
る
。

以
上
か
ら
反
対
す
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

１８

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　
　
　
　

 　

９
月
４
日
の
本
会
議
で
、
副
市

長
に
大
久
保
伸
親
氏
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
宮
�
英

勇
氏
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月　

日
の
本
会
議
で
、

２６

教
育
委
員
会
委
員
に
小
金
井
第
二

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
及
び
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

中
学
校
長
を
歴
任
さ
れ
た
向
井
一

身
氏
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、　

月
１
日
の
教
育
委
員

１０

会
で
向
井
氏
は
教
育
長
に
任
命
さ

れ
て
い
ま
す
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
市
民
の
暮

ら
し
が
大
変
に
な
る
中
で
、
援
助

の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
国
保
税
は
、
数
年
前
か
ら
見

て
も
滞
納
世
帯
は
増
え
て
お
り
、

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
議
員
提
案
）

無
職
者
や
低
所
得
者
の
増
加
が
指

摘
さ
れ
る
な
ど
、
高
く
て
払
え
な

い
実
態
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

昨
年
は
国
保
税
の
増
税
が
行
わ
れ

た
が
、
国
保
会
計
は
１
億
９
千
万

円
の
黒
字
で
、
改
正
案
の
財
源
は

あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
の
国
保
会

計
の
持
続
性
を
考
慮
し
、
本
年
度

の
均
等
割
の
値
上
げ
分
を
還
元
す

る
当
然
の
要
望
で
、
賛
成
す
る
。

教育委員会委員

向井一身氏
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